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～令和３年産米の作柄及び
　　　　集荷状況をお知らせします～
～令和３年産米の作柄及び
　　　　集荷状況をお知らせします～

　東北農政局は９月２５日現在の作柄概況を県北部は１０ａ当たり予想収量５７７㎏、作況指数１０３と発表し
ました。昨年同時期に出された県北の作況指数は１０５となっております。

【令和３年９月２５日現在】

地区別集荷実績 計画数量 契約数量 集荷実績 1等米比率 計画対比 契約数量対比

の し ろ 東 ５７，５００．０ ６０，３５５．５ ６１，６４７．０ ９７．４％ １０７．２％ １０２．１％

の し ろ 北 ８３，５００．０ ８６，０１５．５ ８６，４６９．５ ９５．３％ １０３．６％ １００．５％

能 代 計 １４１，０００．０ １４６，３７１．０ １４８，１１６．５ ９６．２％ １０５．０％ １０１．２％

二 ッ 井 ６０，０００．０ ６０，９５６．５ ５７，８４２．５ ９６．５％ ９６．４％ ９４．９％

藤 里 ３５，０００．０ ３６，５３６．０ ３６，３８９．０ ９１．７％ １０４．０％ ９９．６％

合 計 ２３６，０００．０ ２４３，８６３．５ ２４２，３４８．０ ９５．７％ １０２．７％ ９９．４％

【単位：６０㎏／俵】【単位：６０㎏／俵】

◆ 令和３年産米集荷実績状況 ◆

※１等米比率は、
加工用米等を除
いた比率となっ
ております。

〈図〉作柄表示地帯別１０ａ当たり
予想収量（９月２５日現在）　

秋　田
５９１㎏

【令和３年１０月２９日現在】【令和３年１０月２９日現在】

　今年の米の品質は、１０月末時点での主な落等要因は着色（カメムシによる）が最も多く、次に充実
度不足、胴割れが主な落等要因となっております。
　今年は高温条件が続き、青未熟は少なかったものの、カメムシの発生量が多かったことや圃場の水
不足により圃場で胴割れ被害が進んだ可能性があります。
　次年度以降も、異常気象に対応した栽培管理の徹底をお願い致します。

◆ 管内の品質状況 ◆

◆ 水稲作柄概況 ◆

県北
577㎏

県南
599㎏

県中央
592㎏

令和３年産水稲の１０ａ当たり予想収量及び作柄概況（９月２５日現在）

区分
１０ａ当たり
予想収量
①

作柄概況（平年比較）農家等が使用している
ふるい目幅で選別　　

１０ａ当たり
予想収量
②

１０ａ当たり
平年収量
③

作況指数
④=②／③

穂 数 の
多 少

１穂当たり
もみ 数 の
多　　少

全もみ数の
多 少

登 熟 の
良 否

㎏ ㎏ ㎏

秋 田 ５９１ ５５６ ５４３ １０２やや多い平年並みやや多い平年並み

県 北 ５７７ ５４３ ５２６ １０３多 い平年並みやや多い平年並み

県 中 央 ５９２ ５５１ ５３９ １０２ 平年並み平年並みやや多い平年並み

県 南 ５９９ ５６７ ５５４ １０２ 平年並み平年並みやや多い平年並み

注：１　①１０ａ当たり予想収量は、１．７０㎜のふるい目幅で選別された玄米の重量である。
　　２�　②１０ａ当たり予想収量、③１０ａ当たり平年収量及び④作況指数については、過去５か年間に農家等が実際に使用したふる

い目幅の分布において、最も多い使用割合の目幅（秋田県は１．９０㎜）以上に選別された玄米を基に算出した数値である。
　　３�　作柄概況（平年比較）に用いた表示区分は、「多い（良）」が１０６％以上、「やや多い（やや良）」が１０５～１０２％、「平年並

み」が１０１～９９％、「やや少ない（やや不良）」が９８～９５％、「少ない（不良）」が９４％以下に相当する。

令和３年産ＪＡあきた白神米穀共同計算の経費項目別目標水準の開示について
　令和３年産ＪＡあきた白神米穀共同計算の経費項目別目標水準について、秋田県本部米麦共同計算関係要領及びＪ
Ａあきた白神米穀共同計算基本要領に基づき、生産者の皆様へ開示いたします。

２．米穀共同計算の適正管理
　　米の共同計算については、透明性を高め、より信頼される運営・管理に努めてまいります。

うるち米（酒造好適米を除く） （単位：円／６０㎏・紙袋代込・税込）

支　出　項　目
ＪＡあきた白神
米穀共同計算 備　　　考（設定内容）全　農

委託米
Ｊ Ａ
直接販売

経費
単価

県
域
共
同
計
算
に
係
る
経
費

流通・保管等に係る経費 １，２７８ ０ ５１０
概 算 金 金 利 ５２ ０ ２１ 概算金借入に係る金利
保管料・入出庫料等 ５４６ ０ ２１８ 倉庫保管料・入出庫荷役作業料等の費用
支 払 運 賃 ４８０ ０ １９２ 販売のための輸送運賃
安全安心検査費用 １１ ０ ４ ＤＮＡ、残留農薬の検査、食用不適米の分析等の費用
集約保管等経費 １３２ ０ ５３ ＪＡ倉庫から営業倉庫までの横持ち運賃
その他、流通･保管等に係る経費 ５７ ０ ２３ フレコン使用料、パレット使用料等

事故処理経費 ４ ０ １ 責任の所在が特定できない品質事故の費用
全 農 手 数 料 ２４９ ０ ９９ 全農手数料、収穫前他契約機能別手数料含む
販売等に係る経費 ２０７ ０ ８３
広告宣伝等経費 ２０７ ０ ８３ 広告、宣伝、販売促進（キャンペーン）等の費用

監査委員会経費 １ ０ ０ みのり監査法人による共同計算調査費用等
そ の 他 経 費 ９０ ０ ３６
米穀周年供給・需要拡大支援事業拠出金 ９０ ０ ３６ 米穀周年供給・需要拡大支援事業費（協議会への拠出等含）※

Ｊ　

Ａ　

経　

費

ＪＡ販売手数料 ４６２ ４６２ ４６２ 定額
概 算 金 金 利 ０ ６５ ３９ 「全農概算金の金利利率」と同率
保管料・低温加算 ０ ４０１ ２４１ 期別単価×保管期間（１ヶ月２期制）低温加算：生産翌年５月末在庫基準
入出庫料（荷役料） ０ １４９ ９０ 定額
直接販売事務費 ０ １３２ ７９ 定額
フレコン使用料 ０ １８ １１ 当年産出荷数量×単価（全農物流の単価と同額）
広 告 宣 伝 費 ０ １２１ ７３ 県域共同計算経費負担としての費用（全農からの請求）
カドミ公平措置負担金 ０ ３３ ２０ 県域共同計算経費負担としての費用（全農からの請求）
フレコン出荷助成金 ０ ４ ２ 個人フレコン出荷者への助成（全農要領の単価と同額）
その他、販売等に係る経費 ０ １７５ １０５ 各種加算金、販路拡大販売費、需給対策費、過年産米共同計算補填等

流通経費合計 ２，２９０ １，５６０ １，８５２

１．令和３年産米ＪＡあきた白神米穀共同計算の経費項目別目標水準明細

支　出　項　目 経費
単価 備　　　考（設定内容）

県
域
共
同
計
算
に
係
る
経
費

流通・保管等に係る経費 １，６５１
概 算 金 金 利 ４０ 概算金借入に係る金利
保管料・入出庫料等 ８８６ 倉庫保管料・入出庫荷役作業料等の費用
支 払 運 賃 ４９３ 販売のための輸送運賃
安全安心検査費用 １９ ＤＮＡ、残留農薬の検査、食用不適米の分析等の費用
集約保管等経費 １６４ ＪＡ倉庫から営業倉庫までの横持ち運賃
その他、流通保管等に係る経費 ４９ フレコン使用料

事故処理経費 ４９ 責任の所在が特定できない品質事故の費用
全 農 手 数 料 １６５ 全農手数料
監査委員会経費 １ みのり監査法人による共同計算調査費用等
そ の 他 経 費 １００
米穀周年供給・需要拡大支援事業拠出金 １００ 米穀周年供給・需要拡大支援事業費（協議会への拠出等含）※

ＪＡ販売手数料 ４６２ 定額
流通経費合計 ２，４２８

もち米（一般米） （単位：円／６０㎏・紙袋代込・税込）

支　出　項　目 経費
単価 備　　　考（設定内容）

Ｊ
Ａ
経
費

ＪＡ販売手数料 ２３１ 定額
保　　管　　料 １３ 期別単価×保管期間（１ヶ月２期制）低温加算：生産翌年５月末在庫基準
入出庫料（荷役料） ２ 定額
フレコン使用料 ５ 当年産出荷数量×単価（全農物流の単価と同額）
その他、販売等に係る経費 ０

流通経費合計 ２５２
注）�うるち米の経費単価は、「全農への委託販売（備蓄米含む）」：「ＪＡ直接販売」＝４：６として試算。もち米は全量、全農委託。飼料用米は全農買取のため、Ｊ
Ａ経費のみ。

注）�四捨五入の関係で合計があわない場合があります。
※�「秋田県米需給対策協議会」への拠出金１００円が発生しますが、後日、事業費として共同計算収入項目に計上されます。

飼料用米 （単位：円／６０㎏・紙袋代込・税込）

双子座（5・21〜6・21）　運勢は活発な動きを見せています。友人や知人からのアドバイスは耳が痛いものが多そうですが、かなり有効です蟹座（6・22〜 7・22）　整理整頓に力を入れるのは吉兆。大掃除は早めに取り掛かりましょう。予定を入れ過ぎないよう心掛けて11 10
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営 情農 報

○きゃべつ栽培について
　加工きゃべつを栽培されている生産者は、雪が降る前に
収穫し、腐らないよう保存して下さい。

　１１月下旬には、次年度の種子・苗の部会員用注文書が配
布になりますので、次年度の経営計画をしっかり立てなが
ら、注文書を記入し提出して下さい。また、次年度の新規
作付者も募集しています。苗の注文が１２月までですので、
きゃべつの作付を希望される方は早めにお知らせ下さい。

白神きゃべつ

○長ねぎ栽培について
　来年に向けた準備を！！
　　今年の状況は…
　　・春先温暖に推移　　　　⇒　病害虫早期発生
　　・６月の干ばつ　　　　　⇒　�活着直後の極端な生育

停滞
　　・空梅雨　　　　　　　　⇒　�根痛み継続し葉先枯れ

外葉枯れ多発
　　・夏場の猛暑　　　　　　⇒　�ネギアザミウマの大発

生（稲刈り前後も多発
傾向）

　　・稲刈り以降の天候不順　⇒　�早期からの黄色斑紋病
斑発生、さび病の再発

　　・�昨年からヨトウムシ類（シロイチモジヨトウ・ネギ
コガ等）が多発傾向に

　今年も天候不順に泣かされた年でした。今年の状況を踏
まえ、次年度に向けた作付け計画が重要となります。
　干ばつに対応するため、灌水できる圃場の選択。また、
豪雨・冠水対策として排水対策をとる。
　初期の病害虫発生に対する耕種的防除として、残渣付
近・越冬したねぎ付近へ植えない、連作はしない等の配慮
が必要。
　一度に多量の枚数を播種しない。取り遅れしないよう
に、ムリのない作付け計画を組む。

白神ねぎ

○山うど栽培について
　１１月に入り山うど収穫に向けての作業が本格化します。
いま一度、栽培基本技術に立ち返って作業に取り組んでい
ただきたいと思います。
茎葉の刈り取り（１１月中旬～）
　・�低温に遭遇し、茎葉が十分黄化して茎が空洞化した頃

に茎葉の刈り取り作業を行う。枯れ上がりが遅いほど
休眠覚醒までに時間を要するため注意が必要

株の掘り取り（１１月下旬～１２月中旬）
　・�掘り取り時に土を落とし、霜害に遭わないようその日

の内に搬出する。搬出後は、ジベレリンの効果を上げ
るため、根株の土を洗い流した後、株が白くなる程度
乾かす。

掘り取った株の管理
　・�十分な低温量が確保できなければ休眠不足となり、収

穫までの日数がかかったり、不揃いの要因となり収量
減少に繋がってしまうため注意

　・�掘り取った株は、低温量確保のためハウス内に置か
ず、外に野積みしブルーシート等で覆って適温を保
ち、氷点下にならないよう保管する。特に、１月出荷
用の株については必ず実施する。

　・�保管する際、茎部が腐敗している株は除去する。ま
た、品種が混ざらないよう品種区分し、野ネズミや霜
害・凍害に遭わないよう注意する。

伏せ込み床の準備
　・�融雪水がハウス内に入ってこないよう万全な排水対策

を行う。

白神山うど

○土壌診断について
　水稲、野菜が終了した圃場で次年度のために土壌診断を
行い、土壌の状況を把握するようにしましょう。
　土壌診断の目的は、ほ場の栄養分（ＰＨ、窒素、リン
酸、加里など）を把握し、その分析結果に基づいて、次年
度の施肥量を決め、適正な施肥を行うことです。

　土壌の採取方法は、地表面３㎝程度剥ぎ取り、その下
５～１０㎝程度垂直に掘り取ります。

　圃場１箇所につき、左の５箇所を混ぜま
す。その土を風乾した後で、氏名、圃場番
号等わかるようにして、能代、二ツ井、藤
里各営農センター又は、能代市農業技術
センター（５２－２２４７）へ持参して下さい。

問い合わせ先
能代５５－０７７７、二ツ井７３－５１９３、藤里７９－１６４４

土壌診断

〔加入対象〕
　�　収入保険は青色申告の実績が１年分以上あれば加入できます。共済組合へご連絡を頂けれ
ば、職員が内容説明に伺います。また、青色申告等の必要書類を提供していただければ補償
金額や保険料及び積立金を試算しますので、ご相談下さい。

　�　令和４年契約の加入申請は、個人の場合は１２月末が加入申請期限となりますので加入を
ご検討している方はお早めにご連絡をお願いします。なお、法人の加入申請期日は事業開始
月日の前月の末日となります。例えば事業開始月日が４月１日の場合は３月３１日が令和４年
度の加入申請期日となります。

〔補償内容〕
　�　農業者が自ら生産した農産物の販売収入（簡易な加工品（精米、モチなど）、大豆・そば
の直接支払交付金を含む）が補償の対象となります。過去５年間の販売収入金額、令和４年
の営農計画から基準金額を設定します。基準金額の９割を下回った場合※は補償の対象とな
ります。（※最高補償で加入の場合）

〔補償対象となるリスク〕
　�　自然災害等による収量・品質・価格低下をはじめ、農業者の経営努力では避けられない
様々なリスクによる収入減少を補償します。もちろん、コロナ禍による収入減少も補償対象
となります。

　�　北秋田山本支所管内では、令和２年は次の様な被害により保険金等をお支払いしました。
　�　・病害や虫害（収量・品質の低下）
　�　・春先の低温・夏場の高温・秋口の強風などの天候不順（収量・品質の低下）
　�　・病気・けがでの入院による作付不能や管理不足、収穫・出荷の遅れ（収量・品質の低下）
　�　・コロナ禍関連による取引先変更（価格低下）

〔支払実績〕
　�　北秋田山本支所管内では、令和２年契約分で７０，６８７，２６２円（令和３年７月３１日現在）の保
険金等をお支払いしました。このうち、現在の共済制度や野菜価格安定対策では支払対象と
ならない被害に対しても収入保険ではお支払いをしています。

（お問い合わせ先）

農業経営のリスクに備えていますか？
収入保険がサポートします！

秋田県農業共済組合 北秋田山本支所 ☎０１８５－５４－５５４０

乙女座（8・23〜9・22）　恵みの多い期間です。いらつくこともありますが、あなたの思いやりが状況を緩和。感謝されるでしょう 獅子座（7・23〜8・22）　問題が解決へと向かう幸運期。難しく感じても諦めずに前進を。金運も回復。年の瀬は豊かに過ごせそう13 12
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